
令和３年度 在宅チーム医療を担う多職種研修 実施報告 

実施概要 

＜研修タイトル＞ 第８回 在宅チーム医療を担う多職種研修 

横浜市 ACP 人材育成研修 

＜日時＞ 令和３年 11月 21 日（日）13 時 30 分～16 時 30 分 

＜開催方法＞ オンライン（都筑区医師会館から配信） 

＜プログラム内容＞ ACP の理解・普及啓発の方法について（講義、グループワ

ーク） 

＜参加者＞69名（オンライン 65 名、会場４名） 

【内訳】 

医師（２名）、病院看護師（１名）、訪問看護師（11 名）、歯科医師（５名）、 

薬剤師（５名）、リハ職（５名）、医療ソーシャルワーカー（１名）、 

ケアマネジャー（11 名）、介護福祉士（８名）、地域包括支援センター（９名）、

行政職員（４名） 

上記以外（７名、職種：グループホーム管理者（２名）、行政書士（１名）、 

福祉用具専門相談員（２名）、施設相談員（１名）、訪問医療マッサージ（１

名）） 

参加者等

の意見 

・それぞれ価値観が違うことを再認識できた。 

・エンディングノート、もしも手帳はとても有用だと感じた。 

・ACP(人生会議)を身近な所からはじめて行きたい。 

・様々な意見を聞くことで自分にはない気付きを得ることができた。 

・周りにもその必要性を広めていきたいと感じるようになった。 

・価値観のゆらぎを体感することができてよかった。 

研修の 

成果 

・アンケート結果から、講義、グループワークとも好評であった。 

参加者の意見からも、実際にグループワークの中で、人との価値観の違いを知

ることや心のゆらぎを体験する機会を持つことができており、ACP の理解を深

めることができる内容であった。 

・グループワークを実施したことで、多職種間の交流や意見交換の時間を設ける

ことができ、顔の見える関係づくりを進めることができた。 

次年度に

向けて 

＜実施概要＞ 

・テーマ：災害と感染をメインに BCP（事業継続計画）に結び付けられるような

形で企画を進めていく予定 

・開催時期：10 月頃 

 














